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　　　2．　ニューキノロン製剤によって低血糖を呈した
NIDDMの1例
（内科学第5）桂　善也、則武昌之、藤田　穣、松岡　健
レボフロキサシン（クラビットTM）投与によると考えられ
る低血糖症を経験したので報告する。症例は73歳女性、10
年来の糖尿病歴を有しTriopathyを認あた。硝子体手術目
的にて眼科に入院しGlibenclamide　10mg／dayおよびBufor－
min　100mg／dayにて血糖コントロールは比較的良好であっ
た。平成6年2月上旬に膀胱炎症状が出現し、クラビッ
トTM　300mg／dayを処方したところ2日後より著明な低血糖
発作を繰り返した。
最近ニューキノロン製剤を透析中の患者に投与し、低血糖
症を来したとの報告が散見されるが、本症例の血清Crは1．6
mg／d1であり、稀な1例と考えられた。
　　　1．　心筋細胞収縮・拡張能に対する高血糖の影響
一ラット由来単離心筋細胞培養系を用いての評価一
（内科学第3）三輪　隆、久米雅彦、金澤真雄、能登谷洋子、
林　徹、伊藤久雄
（生理学第2）会沢勝夫
糖尿病に随伴する心機能低下の評価を、心臓構成最小単位
としての心筋細胞の収縮・拡張機能低下の面より捉えるこ
とを試みた。正常及びSTZ糖尿病ラット（3・14日経過）ラ
ットからの単離心筋細胞にフィールド電気刺激を加え、得
られた収縮・拡張像を独自のプログラムにより解析した。
正常ラットにてメディウムグルコース濃度を変えた時の収
縮能・拡張能には有意な差は認められなかったが、メディ
ウム中のインスリン添加により収縮能は増加傾向を見た。
STZ糖尿病ラットでは、発症14日群で拡張能が有意に低下
した。
　　3．　早期糖尿病性腎症スクリーニングにおける尿中
トランスフェリン測定の意義について
（内科学第5）藤田穰、則武昌之、桂善也、松岡健
外来通院および入院中のNIDDMの患者で顕性尿蛋白陰性の
患者65名を対象に糖尿病性腎症スクリーニングにおける尿
中トランスフェリン測定の意義について検討した。
尿中トランスフェリンとアルブミンは相関係数0．97できわ
めて良好な相関を示した。尿中アルブミン正常値とされる
アルブミン10mg／g・Cre以下の者で、尿中トランスフェリ
ンが異常値を示した症例はみられなかった。尿中トランス
フェリンの測定は早期糖尿病性腎症の診断法における尿中
アルブミンの測定と同等の意義を示すものと考えられた。
（1）
